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再造林の現状

• 年間人工林伐採面積（民有林） 約1,800ha
• 年間再造林面積（民有林） 約 500ha

再造林率 ３分の１以下

・民有林人工林伐採面積年平均値1,800ha

・平成21年度から５年間再造林面積年平均値500ha



• 50年後は若齢や成熟段階の森林資源が不足

（12齢級以下の人工林 現在；314千ha   → 50年後；41千ha）

人工林の資源構成推移

50年後の人工林資源構成現在の人工林資源構成

伐採面積平均



• 立木代金と補助金収入の合計でようやく利益を確保

• 造林から下刈までの初期コストが全体の約７割

人工林造成の収益性



• 再造林コストの削減が課題

目指すところ

• 低コスト再造林の取組みが必要

①機械地拵（機械を活用した主伐と地拵の一貫作業）

②低密度植栽

③コンテナ苗木の植栽

• 県内各地の事例 → 低コスト造林技術の定着化

• 再造林面積の増加



①機械地拵（主伐と地拵の一貫作業）

〇地拵人工
平均11.6人/ha

〇地拵コスト
平均238千円/ha

〇労務 約64％削減
コスト約50％削減



②低密度植栽

〇植栽人工
平均8.4人/ha

〇植栽コスト
平均328千円/ha

〇労務 約49％削減
コスト約33％削減



③コンテナ苗木の植栽

〇植栽人工
平均6.6人/ha

〇植栽コスト
平均424千円/ha

〇労務 約46％削減
コスト約28％増

→苗木価格（約1.5～2.5倍）

マルチキャビティーコンテナ



再造林コスト全体の削減率

• 再造林コスト（造林＋下刈）の削減率
①機械地拵 → 17％削減
②低密度植栽（裸苗木） → 19％削減
機械地拵＋低密度植栽（裸苗木） → 36％削減

③機械地拵＋低密度植栽（コンテナ苗木） → 25％削減

〇約２～３割
コスト削減可能



①機械地拵

・緩傾斜から中傾斜地で、労務・コストの削減が可能

・機械作業が困難な急傾斜地における実施が課題

低コスト再造林のポイント

②低密度植栽

・ほぼ全ての事例で、労務・コストの削減が可能

・木材の収量、材質が不明なことや施業技術の確立が課題

③コンテナ苗木
・植栽本数が同本数の裸苗木の植栽に比べコスト高
・裸苗木に比べ植栽効率が良い、植栽時期が長いため
労務の平準化に期待
・機械地拵、低密度植栽を併せて実施すことでコスト削減が可能



〇主伐から植栽までの一貫作業と低密度植栽を効率的に実施

→ 素材生産者と造林者の連携を進めて技術の定着を促進
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